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火
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取
り
扱
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注
意
を
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市の人口 〈2月末現在〉

人　口　517,800人 （－17）

男　　250,401人 （－19）

女　　267,399人 （＋2）

世帯数　202,011 （＋75）

住民基本台帳による。（ ）は前月比

国民健康保険料の未納はありませんか
平成14年度の国民健康保険料で納め

忘れのある人は、早めに納めてください。
事情があって納められない人は、ご相談
ください。
納付には、口座振替の利用が便利です。
預金通帳・印鑑・保険証または保険料の
領収書を持って、金融機関で申し込んで
ください。
国保の加入・脱退の届け出は、必ず

14日以内に行ってください。加入の届
け出が遅れた場合は、保険料がさかのぼ
って請求されます。
問い合わせ 国民健康保険課（�内線26
84）へ

園芸センター 家庭菜園講座
日時 ３月28日午後１時半～３時半
内容 家庭菜園の準備 定員 先着50人
申し込み きょう23日午前９時から電
話で同センターへ

引っ越しシーズン 窓口が込み合います
市民課や黒埼支所、地区事務所などの

窓口は、入学、就職、退職、転勤などに
伴う、住民異動届や各種証明書などの交
付申請が集中するために大変混雑しま
す。お急ぎでない人は、次の時期を避け
た方が待ち時間も少なく済みます。
�込み合う時期
・４月上旬ころまで
・１週間のうちでは月曜日
・ことしは特に３月31日と４月１日
問い合わせ 市民課（�内線2448）、黒埼
支所、地区事務所へ 企業ガイドブックを配布

対象 来春就職予定の大学生、短大生、
専門学校生、高校生
内容 新潟の企業71社の紹介
配布場所 産業企画課（市役所第１分館
３階）、ハローワーク学生職業相談室
問い合わせ 市雇用促進協議会（産業企
画課内�内線2534）へ

平成15年度

市・県民税証明書の発行は６月16日から
平成14年分の所得（15年度の課税）

についての証明書は、課税額を決定する
６月16日から発行します。
給与所得者で、市・県民税の全額を給

与から毎月差し引かれる人の証明書は、
５月14日から発行します。
問い合わせ先 市民税課（�内線2327）、
黒埼支所税務課、地区事務所

交通災害共済に加入を
会費 １人500円（途中加入も同額）
期間 ４月１日～来年３月31日
見舞金 １等級120万円～11等級３万円
申し込み 土木企画課交通安全対策室（市
役所第１分館６階�内線2932）、黒埼支所
市民課、地区事務所、連絡所、金融機関

３
月
に
入
り
、
火
災
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
３
月
１
日

か
ら
15
日
ま
で
の
15
日
間

で
、
火
災
が
５
件
発
生
し
、

３
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

中
で
も
多
い
の
が
、
住
宅

火
災
。
た
ば
こ
の
不
始
末
や
、

ス
ト
ー
ブ
の
消
し
忘
れ
な
ど

が
原
因
で
、
火
災
が
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
財
産
や
生
命
を

一
瞬
に
し
て
奪
っ
て
し
ま
う

火
災
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不

注
意
や
、
気
の
ゆ
る
み
か
ら

発
生
し
ま
す
。
安
全
な
都
市

を
目
指
す
に
は
、
市
民
一
人

ひ
と
り
の
心
掛
け
が
大
切
で

す
。火

の
取
り
扱
い
に
は
十
分

注
意
し
、
就
寝
前
に
は
、
家

族
み
ん
な
で
必
ず
火
の
元
を

点
検
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
万
が
一
に
備
え
て
、

消
火
器
を
点
検
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

昨
年
10
月
か
ら
増
改
築
工

事
を
進
め
て
き
た
「
黒
埼
図

書
館
」
が
、
３
月
25
日
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。平

屋
建
て
の
建
物
の
床
面

積
は
こ
れ
ま
で
の
約
２
倍

（
７
７
６
平
方
�
）
に
拡
張
。

１
０
０
席
以
上
の
読
書
席
を

設
け
、
蔵
書
冊
数
も
１
万
冊

増
え
約
５
万
冊
と
な
り
ま
す
。

背
の
低
い
書
架
を
多
く
配

置
し
た
こ
と
で
、
館
内
の
見

通
し
は
良
く
、
自
然
光
で
の

読
書
が
楽
し
め
る
よ
う
天
窓

を
４
カ
所
設
け
ま
し
た
。

新
た
に
、
同
館
の
主
催
事

業
な
ど
を
行
う
講
座
室
の
ほ

か
、
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
を
施
し
、

子
ど
も
た
ち
に
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
を
し
た
り
、
親
子
で

本
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

黒
埼
図
書
館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

3

に

オ

ー

プ

ン

「
お
は
な
し
の
へ
や
」
を
設

置
し
ま
し
た
。

展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
黒

埼
出
身
の
直
木
賞
作
家
・
鷲

尾
雨う

工こ
う

の
作
品
な
ど
を
紹
介

す
る
予
定
で
す
。

な
お
、
オ
ー
プ
ン
日
の
３

月
25
日
の
午
前
10
時
半
か
ら

11
時
20
分
に
、
「
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
」
を
お
は
な
し
の

へ
や
で
開
催
し
ま
す
。
希
望

す
る
人
は
、
当
日
直
接
同
館

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

�
書
架
整
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集

黒
埼
図
書
館
で
、
本
が
正

し
い
位
置
に
置

か
れ
て
い
る
か

な
ど
を
点
検
す

る
、
書
架
整
理

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
て
い

ま
す
。

詳
し
く
は
、

同
館
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ

同
館
（
�
３
７

７
・
５
３
０

０
）
へ

住宅火災　いのちを守る　７つのポイント

◆３つの習慣
○寝たばこは、絶対やめる
○ストーブに、燃えやすいものを近
づけない
○こんろのそばを離れるときは、必
ず火を消す
◆４つの対策
○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火
災警報器を設置する
○寝具や衣類からの火災を防ぐため
に、防災製品を使う
○火災を小さいうちに消すために、
住宅用消火器を設置する
○お年寄りや身体の不自由な人を守
るために、隣近所の協力体制をつくる

これまでより館内がぐっと広くなった黒埼図書館

�
春
の
火
災
予
防
運
動

消
防
局
で
は
、
４
月
１
日

か
ら
７
日
ま
で
、「
春
の
火
災

予
防
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
３
月
29
日

に
消
防
訓
練
を
行
い
ま
す
。

日
時

３
月
29
日
午
前
９
時

〜
11
時
半

会
場

新
潟
サ
テ
ィ

内
容

消
防
訓
練
、
消
防
音

楽
隊
の
演
奏
、
は
し
ご
車
の

試
乗
体
験
、
１
１
９
番
模
擬

通
報
、
ほ
か

問
い
合
わ
せ

消
防
局
予
防

課
（
�
２
２
３
・
９
２
３
３
）
へ

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

貸
付
金
額

１
戸
当
た
り
50

万
円
〜
５
０
０
万
円

利
率

年
２
・
３
％
（
固
定

金
利
）

償
還
期
間

20
年
以
内

償
還
方
法

元
利
均
等
毎
月

返
済
（
ボ
ー
ナ
ス
併
用
可
）

受
付
期
間

４
月
１
日
〜
12

月
12
日

受
付
場
所

県
労
働
金
庫
本

店
（
寄
居
町
�
２
２
８
・
３

４
１
１
）
と
市
内
各
支
店
　

問
い
合
わ
せ

建
築
指
導
課

（
�
内
線
３
０
５
４
）
へ

※
詳
し
い
案
内
書
は
、
４
月

１
日
か
ら
県
労
働
金
庫
本
・

支
店
、
建
築
指
導
課
（
市
役

所
第
１
分
館
５
階
）
、
黒
埼

支
所
総
務
課
、
地
区
事
務
所
、

連
絡
所
に
あ
り
ま
す

市
内
に
住
宅
を
建
築
ま
た

は
購
入
し
よ
う
と
し
て
い
る

勤
労
者
な
ど
で
、
自
己
資
金

が
不
足
し
て
い
る
人
に
資
金

を
融
資
し
ま
す
。

対
象
は
、
自
ら
居
住
す
る

た
め
の
住
宅
を
新
築
、
増
改

築
、
修
繕
し
た
り
、
住
宅
を

購
入
（
マ
ン
シ
ョ
ン
、
中
古

住
宅
も
対
象
）
し
よ
う
と
す

る
人
で
す
。
所
得
な
ど
の
制

限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問

勤労者の住宅取得資金を融資

受け付けは４/１から

市
内
に
分
散
し
て
い
る
青
果
、
水
産
、
花
き
の
卸
売

市
場
を
統
合
す
る
「
（
仮
称
）
市
総
合
卸
売
セ
ン
タ
ー
」

の
基
本
設
計
案
が
、
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
生
鮮
食

料
品
な
ど
を
安
定
供
給
し
、

物
流
の
効
率
化
を
図
る
、
本

市
の
総
合
的
な
食
品
流
通
の

拠
点
と
し
て
、
大
江
山
地
区

茗
荷
谷
・
西
山
地
内
に
整
備

を
進
め
て
い
る
も
の
で
す
。

敷
地
面
積
は
、
約
26
万
７

０
０
０
平
方
�
。
青
果
、
水

産
、
花
き
の
卸
売
市
場
を
統

合
し
、
各
売
場
施
設
や
総
合

食
品
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
建
設

し
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
使
用
者
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
開
場
時

に
は
、
必
要
最
小
限
度
の
施

設
を
整
備
し
ま
す
。
卸
売
場

や
仲
卸
売
場
な
ど
の
基
幹
施

設
を
市
が
建
設
し
、
卸
売
場

の
保
冷
設
備
や
冷
蔵
庫
な
ど

設
備
面
は
、
セ
ン
タ
ー
使
用

者
が
設
置
し
ま
す
。
施
設
の

追
加
整
備
は
、
今
後
の
物
流

動
向
を
見
な
が
ら
行
っ
て
い

く
予
定
で
す
。

冬
場
の
厳
し
い
天
候
に
配

慮
し
、
で
き
る
だ
け
外
気
を

遮
断
し
た
施
設
と
す
る
ほ

か
、
買
出
人
が
仕
入
れ
を
し

や
す
い
よ
う
、
水
産
・
青
果

の
卸
売
場
・
仲
卸
売
場
・
関

連
店
舗
を
一
体
的
に
配
置
す

る
な
ど
、
よ
り
効
率
的
に
物

流
が
行
え
る
よ
う
な
施
設
配

置
と
し
ま
す
。

周
辺
環
境
に
配
慮
し
て
、

市
場
の
周
り
に
緑
地
を
設
け

ま
す
。
ま
た
、
太
陽
光
な
ど

の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用

し
て
、
省
エ
ネ
化
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
現
在
の

卸
売
市
場
の
老
朽
化
が
進

み
、
手
狭
に
な
っ
て
き
た
こ

と
か
ら
、
平
成
11
年
に
用
地

を
取
得
し
、
敷
地
の
造
成
や

周
辺
道
路
の
整
備
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

今
後
は
、
平
成
18
年
度
の

全
面
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し

て
、
実
施
設
計
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

中
央
卸
売
市

場
建
設
課
（
�
２
８
４
・
５

１
１
１
）
へ

（仮称）市総合卸売センターのイメージ図
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